
第 464 回石川地方最低賃金審議会 

  

令和８年８月 25日（火） 

午前 10時 00分から 0時 00分まで 

金沢駅西合同庁舎２階  共用第２会議室 

 

 

次    第 

 

１  開会  

 

２  議題  

 

(１ ) 石川県最低賃金の改正決定に対する異議申出について  

 

(２ ) 特定最低賃金の改正決定の必要性の有無について（諮問）  

 

(３) その他 

 

３  閉会  





ページ

・ 1

　石川県最低賃金の改正決定について（答申）（写）

・ 9

・ 11

・ 石川県　最低賃金額の推移 22

別冊１ 最低賃金審議会の意見に関する異議の申出書（写）

 

目安答申後の地方最低賃金審議会における審議の流れ
　【第75回中央最低賃金審議会資料（抜粋）】

諮問文（写）「特定最低賃金の改正決定の必要性の有無について」

第464回石川地方最低賃金審議会

【資　料　目　次】

諮問文（写）「最低賃金審議会の意見に関する異議の申出について」





㊢ 

石労発 0825第１号 

令和８年８月 25日 

 

  石川地方最低賃金審議会 

     会長 舟橋 秀明 殿 

 

 

                         石川労働局長 

                           常盤 剛史 

 

 

最低賃金審議会の意見に関する異議の申出について（諮問） 

 

標記について、石川県労働組合総連合から、別添のとおり最低賃金法第 11条第２

項に基づく異議の申出があったので、貴会の意見を求める。 

1



2





4



5



6



7



8



 

 

㊢ 

石労発 0825第２号 

令和８年８月 25日 

 

 

  石川地方最低賃金審議会 

会長  舟橋 秀明 殿 

 

                          石川労働局長 

                            常盤 剛史 

 

石川県特定（産業別）最低賃金の改正決定の必要性の有無について（諮問） 

 

最低賃金法（昭和 34 年法律第 137 号）第 15 条第１項の規定に基づき、下記の特

定最低賃金の改正決定に関する申出があったので、同法第 21条の規定により、その

必要性の有無について、貴会の意見を求める。 

 

記 

 

１ 石川県綿紡績、化学繊維紡績、毛紡績、その他の紡績、染色整理、綱、漁網、

網地製造業最低賃金（平成 20年石川労働局最低賃金公示第２号） 

 

２ 石川県金属素形材製品、ボルト・ナット・リベット・小ねじ・木ねじ等、その

他の金属製品、はん用機械器具、生産用機械器具、発電用・送電用・配電用電気

機械器具、産業用電気機械器具製造業最低賃金（平成 20年石川労働局最低賃金

公示第５号）  

 

３ 石川県自動車・同附属品、自転車・同部分品製造業最低賃金（平成 20年石川

労働局最低賃金公示第６号） 

 

４ 石川県電子部品・デバイス・電子回路、民生用電気機械器具、電子応用装置、

情報通信機械器具製造業最低賃金（平成 20 年石川労働局最低賃金公示第３号） 

 

５ 石川県百貨店、総合スーパーマーケット最低賃金（令和６年石川労働局最低

賃金公示第４号） 
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0
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年
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1
日
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安
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申
後
の
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低
賃
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審
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に
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け
る
審
議
の
流
れ
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生
労
働
省
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働
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局
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N
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６
月

７
月

８
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

目
安
答
申
後
の
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
け
る
審
議
の
流
れ
（
令
和
７
年
度
の
例
）

◆
◆

7
/1

1
 諮
問

8
/4

 
目
安
を
答
申

◆
◆

7
/4
栃
木
諮
問

8
/5
栃
木
答
申

◆
◆

7
/1

4
 秋
田
諮
問

8
/2

5
 秋
田
答
申

◆

◆

1
0

/1
 栃
木
発
効

※
令
和
７
年
度
で
最
も
早
い

3
/3

1
 秋
田
発
効

※
令
和
７
年
度
で
最
も
遅
い

◆ 9
/5

 島
根

自
動
車
小
売
業
諮
問

◆
1

1
/2

6
 島
根

自
動
車
小
売
業
発
効

※
令
和
７
年
度
で
最
も
早
い

中
央
最
低
賃
金
審
議
会

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
（
地
域
別
最
低
賃
金
に
関
す
る
審
議
）

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
（
特
定
最
低
賃
金
に
関
す
る
審
議
）

2

◆

9
/2

5
島
根

自
動
車
小
売
業

 答
申

◆
3

/3
1

 秋
田

自
動
車
小
売
業
な
ど
発
効

※
令
和
７
年
度
で
最
も
遅
い

8
/1

9
 秋
田

自
動
車
小
売
業
な
ど
諮
問

◆
◆ 1

1
/5

 秋
田

自
動
車
小
売
業

 答
申

７
月
上
旬
～
８
月
上
旬
頃

７
月
～
翌
年
３
月
頃

８
月
～
翌
年
３
月
頃

（
例
）

（
例
）
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令
和
７
年
度

地
域
別
最
低
賃
金
額
一
覧

ラ ン ク

都 道 府 県

名

最
低
賃
金
額

（
円
）
※
時
間
額

引 上 額

答
申
日

発
効
日

ラ ン ク

都 道 府 県

名

最
低
賃
金
額

（
円
）
※
時
間
額

引 上 額

答
申
日

発
効
日

R
7

R
6

R
7

R
6

Ａ

埼
玉

1
,1

4
1

(1
0
7
8
)

6
3

R
7
.8
.8

R
7
.1
1
.1

Ｂ

和
歌
山

1
,0

4
5

(9
8
0
)

6
5

R
7
.8
.2
1

R
7
.1
1
.1

千
葉

1
,1

4
0

(1
0
7
6
)

6
4
 

R
7
.8
.7

R
7
.1
0
.3

島
根

1
,0

3
3

(9
6
2
)

7
1

R
7
.8
.1
8

R
7
.1
1
.1
7

東
京

1
,2

2
6

(1
1
6
3
)

6
3

R
7
.8
.7

R
7
.1
0
.3

岡
山

1
,0

4
7

(9
8
2
)

6
5

R
7
.8
.2
0

R
7
.1
2
.1

神
奈
川

1
,2

2
5

(1
1
6
2
)

6
3

R
7
.8
.8

R
7
.1
0
.4

広
島

1
,0

8
5

(1
0
2
0
)

6
5

R
7
.8
.1
8

R
7
.1
1
.1

愛
知

1
,1

4
0

(1
0
7
7
)

6
3

R
7
.8
.2
1

R
7
.1
0
.1
8

山
口

1
,0

4
3

(9
7
9
)

6
4

R
7
.8
.1
9

R
7
.1
0
.1
6

大
阪

1
,1

7
7

(1
1
1
4
)

6
3

R
7
.8
.1
9

R
7
.1
0
.1
6

徳
島

1
,0

4
6

(9
8
0
)

6
6

R
7
.9
.1

R
8
.1
.1

Ｂ

北
海
道

1
,0

7
5

(1
0
1
0
)

6
5

R
7
.8
.8

R
7
.1
0
.4

香
川

1
,0

3
6

(9
7
0
)

6
6

R
7
.8
.2
0

R
7
.1
0
.1
8

宮
城

1
,0

3
8

(9
7
3
)

6
5

R
7
.8
.8

R
7
.1
0
.4

愛
媛

1
,0

3
3

(9
5
6
)

7
7

R
7
.9
.1

R
7
.1
2
.1

福
島

1
,0

3
3

(9
5
5
)

7
8

R
7
.9
.5

R
8
.1
.1

福
岡

1
,0

5
7

(9
9
2
)

6
5

R
7
.8
.2
0

R
7
.1
1
.1
6

茨
城

1
,0

7
4

(1
0
0
5
)

6
9

R
7
.8
.1
8

R
7
.1
0
.1
2

Ｃ

青
森

1
,0

2
9

(9
5
3
)

7
6

R
7
.8
.2
8

R
7
.1
1
.2
1

栃
木

1
,0

6
8

(1
0
0
4
)

6
4

R
7
.8
.5

R
7
.1
0
.1

岩
手

1
,0

3
1

(9
5
2
)

7
9

R
7
.8
.2
8

R
7
.1
2
.1

群
馬

1
,0

6
3

(9
8
5
)

7
8

R
7
.8
.2
6

R
8
.3
.1

秋
田

1
,0

3
1

(9
5
1
)

8
0

R
7
.8
.2
5

R
8
.3
.3
1

新
潟

1
,0

5
0

(9
8
5
)

6
5

R
7
.8
.6

R
7
.1
0
.2

山
形

1
,0

3
2

(9
5
5
)

7
7

R
7
.9
.3

R
7
.1
2
.2
3

富
山

1
,0

6
2

(9
9
8
)

6
4

R
7
.8
.1
8

R
7
.1
0
.1
2

鳥
取

1
,0

3
0

(9
5
7
)

7
3

R
7
.8
.8

R
7
.1
0
.4

石
川

1
,0

5
4

(9
8
4
)

7
0

R
7
.8
.1
2

R
7
.1
0
.8

高
知

1
,0

2
3

(9
5
2
)

7
1

R
7
.8
.2
9

R
7
.1
2
.1

福
井

1
,0

5
3

(9
8
4
)

6
9

R
7
.8
.1
2

R
7
.1
0
.8

佐
賀

1
,0

3
0

(9
5
6
)

7
4

R
7
.8
.2
6

R
7
.1
1
.2
1

山
梨

1
,0

5
2

(9
8
8
)

6
4

R
7
.8
.2
7

R
7
.1
2
.1

長
崎

1
,0

3
1

(9
5
3
)

7
8

R
7
.9
.2

R
7
.1
2
.1

長
野

1
,0

6
1

(9
9
8
)

6
3

R
7
.8
.7

R
7
.1
0
.3

熊
本

1
,0

3
4

(9
5
2
)

8
2

R
7
.9
.4

R
8
.1
.1

岐
阜

1
,0

6
5

(1
0
0
1
)

6
4

R
7
.8
.2
1

R
7
.1
0
.1
8

大
分

1
,0

3
5

(9
5
4
)

8
1

R
7
.9
.4

R
8
.1
.1

静
岡

1
,0

9
7

(1
0
3
4
)

6
3

R
7
.8
.2
6

R
7
.1
1
.1

宮
崎

1
,0

2
3

(9
5
2
)

7
1

R
7
.8
.2
5

R
7
.1
1
.1
6

三
重

1
,0

8
7

(1
0
2
3
)

6
4

R
7
.8
.1
5

R
7
.1
1
.2
1

鹿
児
島

1
,0

2
6

(9
5
3
)

7
3

R
7
.8
.2
9

R
7
.1
1
.1

滋
賀

1
,0

8
0

(1
0
1
7
)

6
3

R
7
.8
.8

R
7
.1
0
.5

沖
縄

1
,0

2
3

(9
5
2
)

7
1

R
7
.8
.2
6

R
7
.1
2
.1

京
都

1
,1

2
2

(1
0
5
8
)

6
4

R
7
.8
.2
7

R
7
.1
1
.2
1

全
国
加
重
平
均

1
1
2
1

(1
0
5
5
)

6
6

兵
庫

1
,1

1
6

(1
0
5
2
)

6
4

R
7
.8
.8

R
7
.1
0
.4

奈
良

1
,0

5
1

(9
8
6
)

6
5

R
7
.8
.8

R
7
.1
1
.1
6

3
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特
定
最
低
賃
金
に
つ
い
て 特
定
最
低
賃
金

地
域
別
最
低
賃
金

役
割
・

機
能

○
労
使
の
取
組
を
補
完
す
る
も
の

○
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
の
最
低
限
を
保
障
す
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

適
用

対
象

○
産
業
又
は
職
業
ご
と
に
適
用

（
実
際
は
、
概
ね
都
道
府
県
の
産
業
別
に
適
用
さ
れ
て
い
る
）

○
産
業
・
職
業
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

○
都
道
府
県
ご
と
に
適
用

決
定

方
式

○
関
係
労
使
の
申
出
に
よ
り
新
設
、
改
正
又
は
廃
止

新
設

：
対
象
労
働
者
の
２
分
の
１
以
上
の
労
働
協
約
等

改
正
・
廃
止
：
対
象
労
働
者
の
３
分
の
１
以
上
の
労
働
協
約
等

○
新
設
、
改
廃
を
含
め
運
用
は
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る

○
行
政
機
関
に
決
定
を
義
務
付
け

（
全
国
各
地
域
に
つ
い
て
必
ず
決
定
）

○
地
域
別
最
低
賃
金
が
全
て
の
労
働
者
の
賃
金
の
最
低
額
を
保
障
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
特
定
最
低
賃

金
は
、
特
定
の
産
業
又
は
職
業
に
つ
い
て
、
関
係
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
基
づ
き
、
地
域
別
最
低
賃
金
に
上
乗
せ
を
す
る

も
の
（
※
）
。

（
※
）
特
定
最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ
た
場
合
で
も
、
使
用
者
が
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
し
、
特
定
最
低
賃
金
を
超
え
る
賃
金
を
支
払
う
こ
と

は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

○
関
係
労
使
の
申
出
に
基
づ
き
、
最
低
賃
金
審
議
会
の
調
査
審
議
を
経
て
、
地
域
別
最
低
賃
金
よ
り
も
金
額
水
準
の
高
い
最

低
賃
金
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
決
定
さ
れ
る
。

○
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
、
全
国
で

2
2
3
件
設
定
（
う
ち
地
域
別
最
賃
を
上
回
る
の
は

1
1
2
件
）
。
概
ね
都
道
府
県
の
産
業
別
に

適
用
さ
れ
て
お
り
、
全
国
単
位
の
も
の
は
１
件
の
み
（
平
成

1
2
年
以
降
、
改
正
さ
れ
ず
）
。

4
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特
定
最
低
賃
金
の
設
定
・
改
正
・
廃
止
の
要
件

○
特
定
最
低
賃
金
は
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
取
組
で
あ
り
、
（
１
）
（
２
）
の
２
つ
の
枠
組
み
と
す
る
こ
と
や
、
新
設
・
改

正
・
廃
止
の
要
件
等
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
け
る
労
使
の
話
し
合
い
の
下
、
両
者
の
合
意
に
基
づ
き
定

め
ら
れ
て
い
る
。

○
特
定
最
低
賃
金
は
、
一
定
規
模
の
労
働
協
約
の
締
結
等
を
要
件
と
し
て
い
る
た
め
、
実
際
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
製
造
業
な

ど
、
労
働
組
合
の
組
織
率
が
比
較
的
高
く
交
渉
力
が
あ
る
産
業
（
製
造
業
）
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
地
域
別
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
上

げ
が
続
く
中
、
改
正
が
な
さ
れ
ず
、
結
果
と
し
て
地
域
別
最
低
賃
金
を
下
回
る
も
の
が
近
年
増
加
し
て
い
る
。

（
１
）
労
働
協
約
ケ
ー
ス
：
関
係
労
使
の
間
で
、
同
種
の
「
基
幹
的
労
働
者
」
の
相
当
数
（
原
則
と
し
て

1
,0

0
0
人
以
上
）
に

適
用
さ
れ
る
賃
金
の
最
低
額
に
関
す
る
合
意
（
労
働
協
約
）
が
あ
る
場
合

新
し
く
決
定
す
る
場
合
の
申
出
の
要
件

改
正
・
廃
止
す
る
場
合
の
申
出
の
要
件

①
基
幹
的
労
働
者
の
２
分
の
１
以
上
が
労
働
協
約
の
適
用
を
受

け
る
こ
と

②
労
働
協
約
の
当
事
者
の
労
働
組
合
又
は
使
用
者
の
全
部
の
合

意
に
よ
り
行
わ
れ
る
申
出
で
あ
る
こ
と

①
基
幹
的
労
働
者
の
概
ね
３
分
の
１
以
上
が
労
働
協
約
の
適
用

を
受
け
る
こ
と

②
労
働
協
約
の
当
事
者
の
労
働
組
合
又
は
使
用
者
の
全
部
の
合

意
に
よ
り
行
わ
れ
る
申
出
で
あ
る
こ
と

（
２
）
公
正
競
争
ケ
ー
ス
：

事
業
の
公
正
競
争
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

同
種
の
基
幹
的
労
働
者
に
つ
い
て
、
最
低
賃
金
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
場
合

新
し
く
決
定
す
る
場
合
の
申
出
の
要
件

改
正
・
廃
止
す
る
場
合
の
申
出
の
要
件

○
企
業
間
、
地
域
間
又
は
組
織
労
働
者
と
未
組
織
労
働
者
の
間

等
に
産
業
別
最
低
賃
金
の
設
定
を
必
要
と
す
る
程
度
の
賃
金
格

差
が
存
在
す
る
場
合

（
注
）

○
適
用
さ
れ
る
労
働
者
又
は
使
用
者
の
概
ね
３
分
の
１
以
上
の

合
意
に
よ
る
申
出
等

（注
）「
一
般
の
産
業
で
は
企
業
間
に
賃
金
格
差
は
存
在
し
、
ま
た
そ
の
生
ず
る
原
因
は
多
様
。
賃
金
格
差
の
程
度
に
つ
い
て
一
定
基
準
を
定
め
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
」、
「
競
争
関
係

の
存
在
を
前
提
に
し
て
、
『よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
公
正
競
争
』確
保
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
疎
明
の
内
容
、
関
係
労
使
間
の
合
意
形
成
の
状
況
等
を
踏
ま
え
審
議
会
に
お
い
て
適
切

な
判
断
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
」
す
る
旨
、
同
じ
く
労
使
合
意
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

5
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特
定
最
低
賃
金
の
決
定
・
改
正
・
廃
止
ま
で
の
流
れ

関
係
労
使

か
ら
の
申
出

諮
問

〔
必
要
性
〕

調
査
審
議

関
係
労
使

の
意
見
聴
取

〔
必
要
性
〕

答
申
※
１

諮
問

〔
金
額
〕

調
査
審
議

〔
改
定
額
〕

答
申

※
１

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
※
２

改
定
額

決
定
・
公
示

〔
労
働
局
長
※
２
〕

関
係
労
使

の
異
議
の
申
出

関
係
労
使

の
意
見
聴
取

意
見
書
の
提
出

〔
労
働
局
長
※
２
〕

※
１

特
定
最
低
賃
金
の
決
定
・
改
正
・
廃
止
の
必
要
性
や
、
金
額
審
議
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
の
議
決
に
至
る
よ
う
努
力
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

（
労
使
合
意
に
よ
る
取
り
決
め
）
。

※
２

特
定
最
低
賃
金
の
適
用
区
域
が
２
以
上
の
都
道
府
県
労
働
局
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
労
働
局
長
は
厚
生
労
働
大
臣
、
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
は
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
読
み
替
え
る
。

〔
労
働
局
長
※
２
〕

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
※
２

必
要
性
あ
り

効
力
発
生

6
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令
和
７
年
度
の
全
国
の
特
定
最
低
賃
金
の
審
議
・
改
正
結
果

令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
の
特
定
最
低
賃
金

2
2

3
件

（
う
ち
旧
産
業
別
最
低
賃
金
１
件
）

必
要
性
有
無
の
審
議

改
正
1
8
5件

新
設
11
件 必

要
性
な
し

1
1
件

必
要
性
あ
り

０
件

必
要
性
あ
り

1
1

2
件

必
要
性
な
し

7
3
件

改
正
決
定

1
1

2
件

令
和
７
年
４
月
時
点
の
特
定
最
低
賃
金

  
  
  

  
  
  

  
 2

2
4
件

（
う
ち
旧
産
別
最
低
賃
金
２
件
）

（
※
１
）
新
設
申
出

1
1
件
の
内
訳
は
以
下
の
と
お
り
。

＜
千
葉
県
＞

①
総
合
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

＜
東
京
都
＞

②
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製
造
業
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

③
自
動
車
小
売
業

(新
車

)

＜
神
奈
川
県
＞

④
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

⑤
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
製
造
業

⑥
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

⑦
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

＜
京
都
府
＞

⑧
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア

⑨
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー

＜
和
歌
山
県
＞

⑩
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
食
料
品

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

＜
広
島
県
＞

⑪
各
種
商
品
、
各
種
食
料
品
小
売
業

新
設
申
出

1
1
件

(※
１

)
改
正
申
出

1
8

8
件

金
額
審
議

1
12
件

申
出
な
し

3
6
件

要
件
未
充
足

３
件

各
地
域
別
最
低
賃
金
を
上
回
る
特
定
最
低
賃
金

1
1

2
件

改
定
な
し
で
地
賃
超

０
件

各
地
域
別
最
低
賃
金
を
下
回
る
特
定
最
低
賃
金

1
1

1
件

（
※
２
）

＜
全
国
に
適
用
さ
れ
る
特
定
最
低
賃
金
１
件
を
含
む
＞

改
定
な
し
で

地
賃
下
回
る

＜
全
国
に
適
用
さ
れ
る
特
定
最
低
賃
金
１
件
を
含
む
＞

（
※
２
）
旧
産
業
別
最
低
賃
金
１
件
は
最
低
賃
金
法
第

1
7

条
に
基
づ
き
３
月

3
1
日
限
り
で
廃
止
さ
れ
て
い
る

最
低
賃
金
法
第

1
7
条
：
特
定
最
低
賃
金
が
著
し
く
不
適
当
と
な
っ
た
場
合
、
労
使
の
申
出
を
待
つ
こ
と
な
く
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
自
ら
が
職
権
で
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
※
２
）
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厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
特
定
最
低
賃
金
の
決
定
等
（
決
定
、
改
正
又
は
廃
止
の
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る

申
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
当
該
決
定
等
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
最
低
賃
金
審
議
会
に
意
見
を
求
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

実
際
の
必
要
性
の
有
無
に
関
す
る
調
査
審
議
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
を
参
考
に
、
関
係
労
使
（
当
該
産
業
を
含
め
た
関
係
労
使
）
が
参
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
実
質
的
な
審
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
6
1
年
３
月
3
1
日
付
け
基
発
第
1
8
8
号
「
今
後
の
産
業
別
最
低
賃
金
制
度
の
運
営
に
つ
い
て
」

２
申
出
に
係
る
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
決
定
等
の
必
要
性
に
関
す
る
決
定

(1
)

新
産
業
別
最
低
賃
金
の
決
定
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
諮
問
等

（
略
）

ロ
上
記
イ
に
よ
り
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
決
定
等
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
諮
問
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
後
の
審
議
会
の
運
営
に
当
た
っ

て
は
特
に
次
の
点
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

(イ
)

関
係
労
使
の
意
向
や
当
該
産
業
の
実
態
等
が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
関
係
労
使
の
意
見
を
必
ず
聴
取
す
る
こ
と
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
審
議
会
に
各
側
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
小
委
員
会
等
を
設
け
る
な
ど
効
率
的
な
審
議
に
努
め
る
こ
と
。

（
ロ
）
及
び
（
ハ
）

（
略
）

２
運
用
面
の
改
善
に
つ
い
て
具
体
的
な
対
応

(２
) 
産
業
別
最
低
賃
金
の
審
議
手
続
上
の
取
扱
い
の
改
善

①
中
小
企
業
関
係
労
使
の
意
見
の
反
映

産
業
別
最
低
賃
金
の
設
定
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
中
小
企
業
関
係
労
使
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
審
議
会

委
員
の
選
任
や
参
考
人
の
意
見
聴
取
に
当
た
っ
て
、
中
小
企
業
関
係
労
使
か
ら
の
選
任
や
当
該
産
業
の
中
小
企
業
関
係
労
使
か
ら
の
意
見
聴

取
に
配
慮
す
る
こ
と
。

「
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
産
業
別
最
低
賃
金
に
関
す
る
全
員
協
議
会
報
告
」（

平
成
1
0
年
1
2
月
1
0
日
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
了
承
）

特
定
最
低
賃
金
の
決
定
、
改
正
又
は
廃
止
の
必
要
性
の
有
無
に
関
す
る
調
査
審
議
の
運
営
に
つ
い
て
①

8

新
産
業
別
最
低
賃
金
と
旧
産
業
別
最
低
賃
金

特
定
最
低
賃
金
は
、
昭
和

6
1
年

2
月

1
4
日
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
答
申
「
現
行
産
業
別
最
低
賃
金
の
廃
止
及
び
新
産
業
別
最
低
賃
金
等
の

転
換
等
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
特
定
の
産
業
の
関
係
労
使
が
労
働
条
件
の
向
上
又
は
事
業
の
公
正
競
争
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
そ
の
産
業
の
基
幹

的
労
働
者
に
つ
い
て
地
域
別
最
低
賃
金
よ
り
金
額
水
準
よ
り
高
い
最
低
賃
金
を
必
要
と
認
め
た
場
合
に
、
そ
の
労
使
の
申
出
に
よ
り
設
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
「
新
産
業
別
最
低
賃
金
」
と
、
同
答
申
に
基
づ
き
平
成
元
年
以
降
改
正
を
行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
「
旧
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
あ
る
。

最
後
の
「
留
意
す
る
こ
と
」
は
、
事

務
方
か
ら
審
議
会
委
員
へ
の
説
明
資

料
と
し
て
は
少
し
変
な
の
で
削
除
し

て
い
ま
す
。

次
の
「
新
産
業
別
最
低
賃
金
と
旧
産

業
別
最
低
賃
金
」
の
項
目
は
、
他
と

性
質
が
違
い
、
こ
の
場
所
に
並
列
で

記
載
さ
れ
る
の
が
違
和
感
あ
る
（
記

載
す
る
な
ら
、
新
１
枚
目
と
し
て
特

定
最
低
賃
金
の
概
要
（
よ
く
使
っ
て

い
る
既
存
資
料
）
を
入
れ
て
、
そ
の

資
料
中
に
脚
注
と
し
て
記
載
す
る
よ

う
な
内
容
？
）
と
思
っ
た
の
と
、

次
ペ
ー
ジ
以
降
で
議
員
、
局
長
、
記

者
の
発
言
を
未
定
稿
抜
粋
と
し
て
そ

の
ま
ま
記
載
す
る
の
に
若
干
違
和
感

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
資
料
を
用

意
さ
れ
た
元
々
の
経
緯
に
よ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
課
長
・
主
任
の
ご
判

断
に
従
い
ま
す
（
大
野
）
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「
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
産
業
別
最
低
賃
金
制
度
全
員
協
議
会
報
告
」（

平
成
1
4
年
1
2
月
６
日
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
了
承
）

２
関
係
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
一
層
の
発
揮
を
中
心
と
し
た
改
善

(1
) 
関
係
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
発
揮
に
よ
る
改
善

①
関
係
労
使
当
事
者
間
の
意
思
疎
通

産
業
別
最
低
賃
金
の
決
定
、
改
正
又
は
廃
止

(以
下
「
決
定
等
」
と
い
う
。

)に
関
す
る
申
出
に
つ
い
て
、
関
係
労
使
が
双
方
の
意

向
を
了
知
し
て
お
く
こ
と
は
、
そ
の
後
の
円
滑
な
審
議
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
当
該
申
出
の
意
向
表
明
後
速
や
か
に
、
関

係
労
使
当
事
者
間
の
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
場
合
の
意
思
疎
通
と
し
て
は
、
関
係
労
使
当
事
者
間
に
お
い
て
話
合
い
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
関
係
労
使
当
事
者
と
は
、
主
と
し
て
、
労
働
協
約
締
結
当
事
者
の
使
用
者

(使
用
者
団
体
を
含
む
。

) 
又
は
労
働
組
合
、

都
道
府
県
内
に
お
け
る
当
該
産
業
の
関
係
労
使
団
体
な
ど
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

②
関
係
労
使
の
参
加
に
よ
る
必
要
性
審
議

産
業
別
最
低
賃
金
の
決
定
等
の
必
要
性
の
有
無
に
関
す
る
調
査
審
議

(以
下
「
必
要
性
審
議
」
と
い
う
。

)に
つ
い
て
、
従
来
ど
お

り
の
方
法
で
行
う
か
、
当
該
産
業
の
労
使
が
入
っ
た
場
で
行
う
か
を
、
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
い
て
、
地
域
、
産
業
の
実
情

を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
必
要
性
審
議
に
お
い
て
、
当
該
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
中
小
企
業
を
含
め
た
関
係
労
使
が
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
実
質
的
な
審
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
金
額
審
議
に
お
け
る
全
会
一
致
の
議
決
に
向
け
た
努
力

関
係
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
発
揮
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
と
い
う
産
業
別
最
低
賃
金
の
性
格
か
ら
、
産
業
別
最
低
賃
金
の
決
定

又
は
改
正
の
金
額
に
関
す
る
調
査
審
議
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
の
議
決
に
至
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

特
定
最
低
賃
金
の
決
定
、
改
正
又
は
廃
止
の
必
要
性
の
有
無
に
関
す
る
調
査
審
議
の
運
営
に
つ
い
て
②

9
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1
0

特
定
最
低
賃
金
の
審
議
に
お
け
る
労
使
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
促
進
に
向
け
た
参
考
事
例
に
つ
い
て

関
係
労
使
当
事
者
間
の
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
に
、
審
議
前
の
勉
強

会
の
実
施
や
運
営
に
関
す
る
議
論
を
行
っ
て
い
る
事
例

○
労
働
者
側
委
員
は
、
産
業
の
魅
力
向
上
や
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
「
改
正

の
必
要
性
あ
り
」
と
主
張
。
使
用
者
側
委
員
は
、
地
域
別
最
低
賃
金
が
過
去

最
高
の
上
昇
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
「
改
正
の
必
要
性
な
し
」
と
主
張
。

審
議
の
結
果
、
「
改
正
の
必
要
性
な
し
」
と
な
っ
た
も
の
の
、
審
議
の
場

に
お
い
て
、
公
益
委
員
か
ら
「
特
定
最
低
賃
金
が
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
よ
っ
て
決
定
等
す
る
」
と
い
う
制
度
趣
旨
を
改
め
て
説
明
し
た
上
で
、
労

働
者
側
委
員
・
使
用
者
側
委
員
に
対
し
、
根
拠
を
示
し
て
主
張
を
行
う
よ
う

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

○
第
１
回
専
門
部
会
開
催
前
に
勉
強
会
を
実
施
し
、
特
定
最
低
賃
金
に
つ
い

  
 て

理
解
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
特
定
最
低
賃
金

  
 の

運
営
の
在
り
方
に
関
す
る
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

○
労
働
者
側
委
員
は
、
改
正
決
定
の
必
要
性
の
有
無
の
審
議
に
お
い
て
、
産

業
の
魅
力
向
上
や
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
「
改
正
の
必
要
性
あ
り
」
と
主
張

し
た
が
、
使
用
者
側
委
員
は
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
慎
重
姿
勢
を
示
し

て
い
た
た
め
、
小
委
員
会
を
設
置
し
、
当
該
産
業
の
労
使
を
参
考
人
と
し
て

招
致
し
、
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

○
小
委
員
会
で
の
意
見
交
換
の
結
果
、
当
該
産
業
は
県
内
の
主
要
産
業
で
あ

る
こ
と
、
人
口
流
出
へ
の
対
応
等
の
観
点
か
ら
特
定
最
低
賃
金
の
必
要
性
に

つ
い
て
認
識
が
共
有
さ
れ
、
使
用
者
側
も
現
実
的
な
金
額
設
定
を
前
提
に
改

正
を
容
認
す
る
な
ど
歩
み
寄
り
が
見
ら
れ
、
最
終
的
に
労
使
の
認
識
が
一
致

し
「
改
正
の
必
要
性
あ
り
」
と
し
て
全
会
一
致
と
な
っ
た
。

小
委
員
会
に
お
い
て
、
当
該
産
業
の
労
使
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、

率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
結
果
、
使
用
者
側
委
員
が
意
向
を
変
更

し
「
改
正
の
必
要
性
あ
り
」
と
な
っ
た
事
例

○
改
正
決
定
の
必
要
性
の
有
無
の
審
議
に
お
い
て
、
複
数
の
業
種
に
つ
い
て
、

労
働
者
側
委
員
と
使
用
者
側
委
員
と
の
主
張
が
対
立
し
議
論
が
平
行
線
と
な

る
中
、
公
益
委
員
が
争
点
を
明
確
化
し
た
上
で
、
自
主
的
な
協
議
の
重
要
性

を
示
し
、
審
議
の
継
続
を
提
案
。
こ
れ
を
受
け
、
労
使
双
方
が
協
議
継
続
に

合
意
し
た
。

○
そ
の
後
、
労
働
者
側
委
員
と
使
用
者
側
委
員
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
複

数
の
業
種
に
つ
い
て
順
次
結
審
に
至
る
と
と
も
に
、
残
る
業
種
に
つ
い
て
も

考
え
方
の
整
理
が
進
み
、
最
終
的
に
折
り
合
い
が
つ
き
「
必
要
性
あ
り
」
で

結
審
し
た
。

公
益
委
員
に
よ
る
争
点
の
明
確
化
と
働
き
か
け
に
よ
り
、
労
使
当
事

者
間
の
自
主
的
な
協
議
が
な
さ
れ
た
結
果
、
「
必
要
性
あ
り
」
へ
と

合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
事
例

産
業
の
優
位
性
確
保
の
観
点
を
踏
ま
え
、
関
係
労
使
の
合
意
形
成
に

よ
り
「
改
正
の
必
要
性
あ
り
」
と
な
っ
た
事
例

○
当
該
産
業
に
お
け
る
賃
金
水
準
の
優
位
性
を
維
持
す
る
必
要
性
を
整

理
し
た
う
え
で
、
物
価
上
昇
率
、
春
季
労
使
交
渉
結
果
、
企
業
の
賃
金

支
払
能
力
か
ら
賃
金
引
上
げ
は
可
能
で
あ
り
、
人
材
確
保
の
観
点
を
踏
ま
え
、

「
改
正
の
必
要
性
あ
り
」
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
後
の
金
額
審
議
で
は
、

産
業
の
実
情
に
基
づ
く
判
断
が
行
わ
れ
た
。

○
小
委
員
会
の
設
置
、
当
該
産
業
の
労
使
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
た
ほ
か
、

現
場
視
察
の
実
施
等
、
審
議
過
程
に
お
い
て
も
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
、
労

働
者
側
委
員
と
使
用
者
側
委
員
の
共
通
認
識
の
形
成
が
図
ら
れ
た
。

審
議
の
中
で
の
取
組

審
議
の
中
で
の
取
組

審
議
前
の
勉
強
会
等

審
議
の
中
で
の
取
組

（
注
）
参
考
事
例
は
、
令
和
６
年
度
・
７
年
度
の
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
審
議
等
の
実
態
を
も
と
に
労
働
基
準
局
賃
金
課
に
て
作
成
。
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1
1

特
定
最
低
賃
金
の
審
議
に
お
け
る
労
使
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
促
進
に
向
け
た
参
考
事
例
に
つ
い
て

労
働
者
側
委
員
が
、
使
用
者
側
の
意
見
を
踏
ま
え
た
審
議
を
行
う
旨

を
表
明
し
た
結
果
、
使
用
者
側
委
員
が
意
向
を
変
更
し
「
改
正
の
必

要
性
あ
り
」
と
な
っ
た
事
例

○
使
用
者
側
委
員
は
、
改
正
決
定
の
必
要
性
の
有
無
の
審
議
に
お
い
て
、
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
を
理
由
に
当
初
「
必
要
性
な
し
」
と
主
張
。

使
用
者
側
参
考
人
の
意
見
陳
述
を
聴
い
た
労
働
者
側
委
員
か
ら
「
使
用
者

側
の
状
況
、
産
業
界
の
状
況
を
踏
ま
え
た
金
額
審
議
を
行
う
」
と
の
回
答
が

あ
っ
た
た
め
、
使
用
者
側
委
員
は
意
向
を
変
更
し
「
改
正
の
必
要
性
あ
り
」

と
し
た
。

○
次
年
度
の
審
議
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
審
議
日
数
を
十
分

確
保
す
る
と
と
も
に
、
産
業
界
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
産
業
界
代
表
か

ら
の
意
見
提
出
に
加
え
、
意
見
聴
取
も
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

審
議
の
中
で
の
取
組

○
使
用
者
側
委
員
は
、
改
正
決
定
の
必
要
性
の
有
無
の
審
議
に
お
い
て
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
根
拠
（
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ
る
中
小
企
業
の
負
担

感
や
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
大
幅
な
上
昇
等
に
よ
っ
て
地
域
別
最
低
賃
金
に

対
す
る
該
当
産
業
の
賃
金
の
優
位
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
等
）
を
示
し
、

「
改
正
の
必
要
性
な
し
」
と
主
張
。

○
審
議
の
結
果
、
「
改
正
の
必
要
性
な
し
」
と
な
っ
た
も
の
の
、
労
働
者
側

委
員
の
提
案
を
踏
ま
え
、
次
年
度
に
お
け
る
改
正
の
必
要
性
審
議
に
向
け
て
、

該
当
産
業
の
労
使
が
新
た
に
参
加
す
る
方
向
で
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

「
改
正
の
必
要
性
な
し
」
と
な
っ
た
が
、
次
年
度
の
審
議
に
向
け
て
、

該
当
産
業
の
関
係
労
使
が
参
加
し
た
審
議
の
調
整
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
事
例

審
議
終
了
後
に
次
年
度
に
向
け
た
調
整
を
実
施

労
使
双
方
の
主
張
の
歩
み
寄
り
や
次
年
度
に
つ
な
が
る
調
整
が
十
分

に
行
わ
れ
て
い
な
い
事
例

○
改
正
決
定
の
必
要
性
の
有
無
の
審
議
に
お
い
て
、
労
働
者
側
委
員
が
、
県

の
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
、
産
業
の
魅
力
向
上
、
人
材
確
保
等
の
観
点
か
ら

「
必
要
性
あ
り
」
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
使
用
者
側
委
員
は
、
厳
し
い
経

営
環
境
や
地
域
別
最
低
賃
金
が
近
年
、
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
理
由
に
「
改
正
の
必
要
性
な
し
」
と
主
張
。

○
い
か
な
る
状
況
で
あ
れ
ば
「
改
正
の
必
要
性
あ
り
」
と
な
り
得
る
の
か
と

い
っ
た
具
体
的
な
議
論
が
な
い
ま
ま
、
審
議
が
終
了
し
て
い
る
。

労
使
双
方
の
歩
み
寄
り
が
十
分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
例
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4
　

石
川
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部

品
・
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イ

ス
・
電

子
回

路
、

民
生

用
電

気
機

械
器

具
、

電
子

応
用

装
置

、
情

報
通

信
機

械
器

具
製

造
業

最
低

賃
金

  
 ※

5
　

石
川

県
百

貨
店

、
総

合
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

最
低

賃
金

地 域 別 最 低 賃 金 特 定 （ 産 業 別 ） 最 低 賃 金

目
安

額

引
上

率
（％

）

  
 ※

１
　

石
川

県
綿

紡
績

、
化

学
繊

維
紡

績
、

毛
紡

績
、

そ
の

他
の

紡
績

、
染

色
整

理
、

綱
、

漁
網

、
網

地
製

造
業

最
低

賃
金

  
 ※

2
　

石
川

県
金

属
素

形
材

製
品

、
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

・
リ
ベ

ッ
ト

・
小

ね
じ

・
木

ね
じ

等
、

そ
の

他
の

金
属

製
品

、
は

ん
用

機
械

器
具

、
生

産
用

機
械

器
具

、
 発

電
用

・
送

電
用

・
配

電
用

電
気

機
械

器
具

、
　

　
　

　
 産

業
用

電
気

機
械

器
具

製
造

業
最

低
賃

金

石
川

県
　

最
低

賃
金

額
の

推
移

（
平

成
2
3
年

度
～

令
和

7
年

度
）

石
川

県
最

低
賃

金

引
上

額
（円

）

百
貨

店
等

　
　

　
　

　
　

※
5

発
効

年
月

日

綿
紡

績
等

　
　

　
　

　
　

※
1

機
械

器
具

等
　

　
　

　
　

　
※

2

自
動

車
等

　
　

　
　

　
　

※
3

電
子

部
品

等
　

　
　

　
　

※
4

（石
川

県
最

低
賃

金
適

用
）
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